
第四回日本モビリティ ・
　　マネジメント会議 開催案内
● 主催・共催・後援：

   一般社団法人 JCOMM, 国土交通省 ,( 社 ) 土木学会 ,

　大分県等にて調整中

● 会場：大分県別府市ビーコンプラザ
　　　　　　 　（大分県別府市山の手町 12 番 1 号　tel ： 0977-26-7111）

● 日時：

　2009 年 7 月 31 日 ( 金 )－8 月 1 日 ( 土 )

● 趣旨：

　　モビリティ ・ マネジメント （ＭＭ） は、 社会心理学や社会学
　などの 「学術的」 な知見を基盤とした、 人々にコミュニケー
　ションで働きかけることにより交通行動の自発的な変化を促す
　「実務的」 な交通施策です。 我が国におけるＭＭ施策が今
　後も効果的 ・ 広範に推進されることを目指して、 行政、 大学、
　コンサルタント等のＭＭ関係者が一堂に会する日本モビリティ
　・ マネジメント会議 （JCOMM） の第四回会議を開催いたします。

●　発表申し込み：
　　下記を明記の上、 東京工業大学大学院　JCOMM 事務局
　　(jcomm@plan.cv.titech.ac.jp) まで、 電子メールにてお申し込
　　みください。

　①発表者 ・ 連名者の氏名 ・ 所属／勤務先、②連絡先 ( 住所、
　tel、 e-mail )、③ＭＭで使用したツール展示の可否、④発表
　タイトル、⑤発表概要 （800 字以内 （厳守） で a) 背景と目的 200

　字程度、 b) プロジェクトの内容 200 字程度、 c) 効果 200 字程度、

　d) 結論 200 字程度を記載）、⑥キーワード

  　※　発表申込締め切り ： 2009 年 4 月 10 日 ( 金 )

　　※　発表形式にはポスター発表 （ポスター掲示と説明）、 口頭発表

　　　　（スクール形式での口頭発表） の 2 通りありますが、 個々の発表

　　　　の形式については、 プログラム編成の都合により、 JCOMM 実

　　　　行委員会にて検討させて頂きます。

●　参加申し込み：
　　下記を明記の上、 東京工業大学大学院　JCOMM 事務局
　　(jcomm@plan.cv.titech.ac.jp) まで、 電子メールにてお申し込
　　みください。

　①氏名、②所属／勤務先、③連絡先 ( 住所、 tel、 e-mail)

　　※　参加申込締め切り日 ： 2009 年 7 月 10 日 ( 金 )

　　※　参加費無料 ・ 資料代 3000 円

●　詳細：URL ： http://www.plan.cv.titech.ac.jp/fujiilab/jcomm.html

●　問い合わせ先：
　　東京工業大学大学院　JCOMM 事務局 ( 担当 ： 羽鳥 )
　　e-mail: jcomm@plan.cv.titech.ac.jp

● 推薦（応募）の方法
　1)　推薦者 ： 他薦あるいは自薦とする。
　2)　応募書類 ： 別に定める推薦書 1 部に当該業績の関連資料 1 部 ( 論文報告書 ［複数種可］、
　　　　　　　　　　　ツール一式等） を添付。 なお、 JCOMM デザイン賞については、 ツールの現物
　　　　　　　　　　　を添付すること。 推薦書は下記 JCOMM ホームページよりダウンロードして下さい。
                        http://www.plan.cv.titech.ac.jp/fujiilab/jcomm/award_19.html　
　3)　提出方法 ： 郵送、 e-mail のいずれも可。
　4)　提出先 ： 〒152-8552　東京都目黒区大岡山 2-12-1　緑ヶ丘 1 号館 5 階 516 号室　　
　　　　　　　　　  JCOMM 実行委員会事務局　e-mail: jcomm@plan.cv.titech.ac.jp

● 審査：JCOMM 実行委員会において行う。 なお、 必要のあるときは、 さらに関係資料の提出を求め
　　　　　　　ることある。 また、 審査の過程で、 応募部門とは異なる部門で審査し、 賞与する場合もある。

● 表彰：第四回 JCOMM において行う。

● 募集期間：平成 21 年 3 月 1 日 （日） ～ 4 月 10 日 （金） 必着

● 問い合わせ先：東京工業大学大学院　JCOMM 事務局 （担当 ： 羽鳥）
　　　　　　　　　　　　　　　e-mail: jcomm@plan.cv.titech.ac.jp

ＪＣＯＭＭ賞候補募集案内
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桜
前
線
の
ニ
ュ
ー
ス
が
気
に
な
る
季
節
で
す

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
号
の

Ｊ
C
O
M
M
通
信
は
、
第
四
回
日
本
モ
ビ
リ

テ
ィ･

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
と
Ｊ
C
O
M
M
賞

の
ご
案
内
を
中
心
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

日
本
モ
ビ
リ
テ
ィ･

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
の

自
立
的
か
つ
持
続
可
能
な
運
営
に
向
け
て
、

Ｊ
C
O
M
M
実
行
委
員
会
で
審
議
を
重
ね

て
参
り
ま
し
た
が
、
第
四
回
Ｊ
C
O
M
M
ま

で
に
、
現
在
は
土
木
学
会
の
一
委
員
会
で
あ

る
Ｊ
C
O
M
M
を
、
社
団
法
人
化
す
る
方

針
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
後
日
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
や
Ｗ
Ｅ

Ｂ
等
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

Ｊ
C
O
M
M
参
加
者
や
通
信
読
者
の
み

な
さ
ま
に
は
、
今
後
、
ご
協
力
と
ご
負
担
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
る
か
と
思
い
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

Ｊ
C
O
M
M
実
行
委
員
会
で
審
議
し
た

結
果
、
第
四
回
Ｊ
C
O
M
M
よ
り
、｢

資
料

代｣

と
し
て
、
お
一
人
三
〇
〇
〇
円
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
予
算
を
確

保
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
七
月
三
十
一
日

(
金

)

、
八
月
一

日(

土)

に
大
分
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る

第
四
回
日
本
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

会
議

（
Ｊ
C
O
M
M
）
の
詳
細
が
決
ま
り

ま
し
た
。
本
会
議
で
は
、
本
年
度
取
り

組
ま
れ
た
M
M
の
成
果
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
現
在
構
想
中
の
M
M
の
計
画
や
、

M
M
に
関
連
す
る
各
種
の
制
度
的
／
研
究

的
な
提
案
や
自
由
な
ア
イ
デ
ィ
ア
等
、
多

様
な
ご
発
表
の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
M
M
に
つ
い
て
多
面
的
に
議
論
で

き
る
、
年
に
一
度
の
機
会
で
す
。
左
記
を

ご
参
照
の
上
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
皆
様
に
大
分
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
Ｊ
C
O
M
M
賞
の
詳

細
が
決
ま
り
ま
し
た
。
自
薦
、
他
薦
を
問
い

ま
せ
ん
の
で
、
多
数
の
ご
応
募
、
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
J
C
O
M
M
賞
の
趣
旨

　

国
内
の
様
々
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
の
様
々
な
取
り
組
み
や
研
究
の

中
で
も
、
特
に
優
秀
な
取
り
組
み
や
研
究

を
J
C
O
M
M
実
行
委
員
会
と
し
て
選
定

し
、
そ
の
実
現
に
貢
献
し
た
者
を
表
彰
し
ま

す
。
こ
れ
を
通
じ
て
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
「
実
務
発
展
」
と
「
技
術
発
展
」
を

期
待
す
る
も
の
で
す
。

■
候
補
対
象

▼
J
C
O
M
M
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
賞
：モ
ビ
リ
テ

ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
実
務
的
な
「
一
連
の
持
続

的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
、
都
市
・
地
域

の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
質
的
改
善
や
渋
滞
、
環
境
問
題
、
公
衆

の
健
康
増
進
問
題
や
都
市
構
造
問
題
な
ど
の
交
通
に

関
連
す
る
諸
問
題
の
解
消
に
向
け
て
、
効
果
的
に
推
進

さ
れ
て
い
る
一
連
の
持
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
個

人
（
複
数
可
）
あ
る
い
は
団
体
（
複
数
可
）
を
対
象
と
し
て

授
与
す
る
。

▼
J
C
O
M
M
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
：
モ
ビ
リ
テ

ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
連
の
取
り
組
み
の
中
で
実
施
さ

れ
た
「
実
務
的
な
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
で
も
、
と
り
わ

け
、
都
市
・
地
域
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
質
的
改
善
や
渋
滞
、

環
境
問
題
、
公
衆
の
健
康
増
進
問
題
や
都
市
構
造
問

題
な
ど
の
交
通
に
関
連
す
る
諸
問
題
の
緩
和
に
実
際
に

大
き
な
貢
献
を
な
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
，
あ
る
い
は
，
そ
う

し
た
諸
問
題
の
抜
本
的
緩
和
に
繋
が
り
得
る
新
規
性

を
持
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
，
個
人
（
複
数
可
）
あ
る
い

は
団
体
（
複
数
可
）を
対
象
と
し
て
授
与
す
る
。

▼
J
C
O
M
M
デ
ザ
イ
ン
賞
：モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
実
務
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い

て
実
際
に
使
用
さ
れ
た
マ
ッ
プ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
フ
ォ
ル

ダ
ー
、
ア
ン
ケ
ー
ト
票
等
の
各
種
ツ
ー
ル
の
中
で
も
、
と

り
わ
け
秀
逸
な
デ
ザ
イ
ン
が
な
さ
れ
た
一
個
、
な
い
し

は
、
一
群
の
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
、
個
人
（
複
数
可
）
あ
る
い

は
団
体
（
複
数
可
）を
対
象
と
し
て
授
与
す
る
。

▼
J
C
O
M
M
技
術
賞
：モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
実
務
に
資
す
る
技
術
の
発
展
に
、
顕
著
な
貢
献

を
な
し
た
「
研
究
業
績
」
に
つ
い
て
、
個
人
（
複
数
可
）
を

対
象
に
授
与
す
る
。
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第
四
回
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
開
催
の
お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト
案
内

J
C
O
M
M
の
法
人
化
に
つ
い
て

Vol.11 ● 2009.3.31

重
要
な
お
知
ら
せ

J
C
O
M
M
の
資
料
代
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
度
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ

賞
候
補
募
集
に
つ
い
て



図一 バスマップ(2006年版)

図二 バスマップ(2008年版)

図三 路線図と時刻表

図四 写真

図　休日ファミリー割引
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財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
利

用
者
数
の
減
少
を
背
景
に
バ
ス
路
線
の

廃
止
・
減
便
が
続
き
不
便
に
な
る
上
に

赤
字
補
助
に
要
す
る
経
費
は
増
大
の

一
途
。
通
勤
時
間
帯
は
渋
滞
が
発

生
…
…
。
現
在
、
多
く
の
地
方
自
治
体

が
こ
の
よ
う
な
悩
み
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
他
方
で
、
大
分
県
民
一
人
当
た
り

の
バ
ス
利
用
回
数
は
「
年
間
」
約
九
往

復
に
ま
で
「
十
分
に
」
減
少
し
て
い
ま
す

の
で
、
母
数
が
大
き
い
マ
イ
カ
ー
利
用

者
の
数
％
の
行
動
を
変
容
さ
せ
る
だ

け
で
も
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
大
分
県
は
、
「
利
便
性
向

上
策
と
組
み
合
わ
せ
た
Ｍ
Ｍ
に
よ
る
利

用
者
数
の
減
少
ペ
ー
ス
の
緩
和
・
好
転
」

を
目
的
に
、
あ
る
程
度
の
運
行
頻
度
が

あ
る
大
分
市
・
別
府
市
を
重
点
地
域

と
し
て
、
五
年
後
・
十
年
後
の
世
代
交

代
を
見
据
え
て
比
較
的
若
い
世
代
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
各
省
や
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
各

種
支
援
制
度
を
活
用
し
、
平
成
十
七

年
度
よ
り
段
階
的
に
Ｍ
Ｍ
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
県
・

市
、
バ
ス
会
社
、
印
刷
会
社
の
コ
ラ
ボ
に

よ
る
「
協
賛
広
告
収
入
を
原
資
に
、
説

得
情
報
を
掲
載
し
た
バ
ス
マ
ッ
プ
を
印

刷
会
社
が
毎
年
発
行
（
大
分
市
十
万

部
）
と
市
役
所
の
転
入
届
受
付
窓
口
や

高
校
入
学
予
定
者
・
在
校
生
へ
の
配

布
」
、
「
大
分
市
内
の
一
般
路
線
バ
ス
、

土
日
祝
日
は
大
人
に
同
伴
す
る
こ
ど

も
三
名
ま
で
無
料
（
「
休
日
フ
ァ
ミ
リ
ー

割
引
」と
Ｍ
Ｍ
）
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
平

成
二
十
一
年
度
は
、
雇
用
対
策
予
算

を
活
用
し
た
Ｍ
Ｍ
な
ど
も
計
画
中
で

す
。

  
今
年
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
は
大
分
県
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
七
月
三
十
一
日
、
多
く
の

皆
様
と
別
府
で
お
会
い
で
き
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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（
大
分
県
庁
・
谷
口
礼
史
）

　

今
号
は
、
世
界
的
に
有
名
な
リ
ゾ
ー
ト

地
、
米
国
ハ
ワ
イ
州
の
ホ
ノ
ル
ル
市
の
バ
ス

交
通
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ホ
ノ
ル
ル
市
は
人
口
約
三
十
七
万
人

（
都
市
圏
で
は
八
十
七
万
人
）
の
ハ
ワ
イ
州

の
州
都
で
、
太
平
洋
の
経
済
･
政
治
･

文
化
の
中
心
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
交
通

の
要
所
で
す
。
公
共
交
通
網
と
し
て

は
、
軌
道
系
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
元
市
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
、
ホ
ノ
ル
ル

の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
「
オ
ア
フ
交

通
サ
ー
ビ
ス 

【          

】
」
が
あ

り
、
五
百
三
十
一
台
の
バ
ス
を
保

有
し
百
七
路
線
を
運
行
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の          

は
、
一
九
九
四
年

～
一
九
九
五
年
及
び
二
〇
〇
〇

年
～
二
〇
〇
一
年
の
二
回
、           

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
公
共

交
通
協
会
（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
に
よ

っ
て
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

の
バ
ス
マ
ッ
プ
（
二
〇
〇
六
年
版
）
に
は
、
こ

の
受
賞
が
誇
ら
し
げ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
（
図
一
）
。

　

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す

る
に
は
、
使
い
勝
手
の
良
い
公
共
交
通
サ

ー
ビ
ス
と
き
め
細
や
か
な
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
基
本
と
な
り
ま
す
が
、
こ

の　
　
　
　
　
　

の
バ
ス
情
報
は
秀
逸
で
す
。

全
路
線
を
カ
バ
ー
す
る
バ
ス
マ
ッ
プ
（
図

二
：
二
〇
〇
八
年
秋
版
）
に
加
え
て
、
路

線
毎
の
詳
細
な
路
線
図
と
時
刻
表
（
図

三
）
が
、
旅
行
者
に
も
入
手
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の　
　
　
　
　
　

の
さ
り
げ
な
い
特

徴
の
一
つ
と
し
て
、
自
転
車
を
二
台
ま

で
積
め
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
図
四

（
写
真
）
に
示
す
よ
う
に
、
バ
ス
車
両
の
前

部
に
自
転
車
を
二
台
積
め
る
ラ
ッ
ク
が
つ

い
て
お
り
、
運
転
手
の
了
承
を
得
た
上
で

（
無
料
）
、
自
ら
ラ
ッ
ク
に
自
転
車
の
積
み

お
ろ
し
を
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
バ
ス
に
乗

る
前
、
降
り
た
あ
と
の
端
末
交
通
手
段　
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な
サ
ー
ビ
ス
は
バ
ス
利
用
促
進
に
有
効
に

機
能
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　　

も
う
一
つ
、
現
在
進
行
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
バ
ス
停
の
再
配
置
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
バ
ス
の
直
前
直
後
を
横
断
す

る
歩
行
者
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
①
バ
ス
停

を
（で
き
る
だ
け
信
号
の
あ
る
）
横
断
歩
道

近
く
に
移
設
、
②
暗
く
、
さ
び
れ
た
地
区

に
あ
る
バ
ス
停
を
移
設
、
③
主
な
目
的
地

と
な
る
施
設
の
近
く
に
バ
ス
停
を
移
設
、

す
る
と
い
う
も
の
で
、
オ
ア
フ
島
に
あ
る
四

〇
〇
〇
以
上
の
バ
ス
停
を
一
つ
一
つ
評
価

し
、
対
処
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

信
号
交
差
点
や
横
断
歩
道
近
く
に
バ
ス

停
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
「
円
滑
な
交
通
」

と
い
う
観
点
か
ら
は
、
あ
ま
り
望
ま
し
く

な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
ホ
ノ

ル
ル
で
の
歩
行
者
乱
横
断
や
高
齢
者
対
策

と
し
て
進
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
多
様
な

主
体
か
ら
な
る
交
通
社
会
で
何
を
優
先

す
る
か
は
、
地
域
の
事
情
に
よ
っ
て
異
な

る
と
言
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

を
確
保
す
る
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
よ
う
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